
２００３．７．１１ （５）

○
費
用　

１
組
３
０
０
０
円
（
保
険
料

等
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
組
１

枚
）
に
「
酪
農
ふ
れ
あ
い
体
験
申
し
込

み
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名
・
学
年
・

電
話
番
号
・
保
護
者
の
氏
名
を
明
記
し
、

返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い
て
、
７
月

　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
農
業
振
興

３１課
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

　

１９４

３３

－

　

、
森
野
分
庁
舎
内
、
11
７
２
４
・

１０
２
１
６
６
）
へ
。

※
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

催
　
　
　
し�

ピ
ア
･
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

市
町
村
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業

　

障
が
い
者
が
自
立
生
活
を
楽
し
む
う

【
パ
パ
と
一
緒
に
き
し
ゃ
ポ
ッ
ポ
】

　

初
め
て
の
子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
お
子
さ

ん
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ

う
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

第
１
子
の
０
歳
児
と
暮
ら
す

お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
と
そ
の
子
ど
も
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
の
方
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
後
１
時

１３

〜
４
時

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
６
階
保

育
室

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８
・
０

０
７
１

え
で
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
ピ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
障
が
い
者
同
士
で

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
の
入
門
セ
ミ
ナ

ー
で
す
。

※
手
話
通
訳
者
あ
り
。

○
対
象　

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

関
心
の
あ
る
方
（
障
が
い
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
）

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
後
１
時

３０

　

分
〜
４
時　

分（
１
時
か
ら
受
付
）

１５

３０

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
申
し
込
み　

７
月　

日
ま
で
に
電
話

２５

で
町
田
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
11

７
２
４
・
８
６
１
６
）
へ
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

８

夏

休

み

酪

農

ふ
れ
あ
い
体
験

　

市
内
の
酪
農
家
で
乳
し
ぼ
り
を
し
た

り
、
餌
を
与
え
た
り
し
て
農
家
生
活
を

体
験
し
ま
す
。
宿
泊
は
大
地
沢
青
少
年

セ
ン
タ
ー
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
〜
６
年

生
で
２
人
１
組

○
期
日　

８
月　

日（
火
）〜　

日（
水
）

１９

２０

○
定
員　
　

組　

人
（
抽
選
）

１５

３０

講
演
の
ひ
ろ
ば

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

【
ゆ
た
か
な
生
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
連

続
講
演
会
】

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
あ
ふ
れ
る
現
代

社
会
の
中
で
「
人
間
と
性
」
に
つ
い
て

じ
っ
く
り
学
び
、
人
間
関
係
を
よ
り
豊

か
に
し
て
い
く
た
め
の
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
内
容
・
期
日
・
講
師　

第
１
回
「
も

っ
と
知
り
た
い
！
私
た
ち
の
か
ら
だ
と

こ
こ
ろ
」
＝
８
月
９
日
（
土
）
…
立
教

大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
助
教
授

・
浅
井
春
夫
氏
▽
第
２
回
「
自
分
で
決

め
た
い
！
私
た
ち
の
生
き
か
た
」
＝
８

月　

日
（
土
）
…
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

２３
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
・
安
達
倭
雅
子
氏
、

都
立
第
二
商
業
高
校
教
諭
・
高
橋
裕
子

氏○
時
間　

各
日
午
後
２
時
〜
４
時

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

○
申
し
込
み　

電
話
で
ま
ち
だ
中
央
公

民
館
（
11
７
２
８
・
０
０
７
１
）
へ
。

　

か
つ
て
学
校
・
職
場
や
地
域
社
会
で
、

さ
ら
に
社
会
運
動
の
場
で
も
、
ガ
リ
版

＝
謄
写
版
は
手
作
り
の
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

若
山
八
十
氏
（
１
９
０
３
〜
１
９
８

３
）
は
、
そ
の
ガ
リ
版
印
刷
に
用
い
る

パ
ラ
ピ
ン
原
紙
と
、
他
に
ゼ
ラ
チ
ン
原

紙
、
コ
ロ
ジ
オ
ン
原
紙
を
用
い
て
版
画

を
制
作
し
た
造
形
作
家
で
す
。

　

こ
の
方
法
で
制
作
し
た
版
画
は
、
一

般
に
「
孔
版
画
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
若

山
は
こ
の
版
種
に
よ
っ
て
陶
器
の
表
面

を 
彷
彿 
と
さ
せ
る
質
感
を
伴
っ
た
、
抽

ほ
う
ふ
つ

象
的
で
詩
情
豊
か
な
表
現
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
日
本
版
画
協
会
な
ど
の
会

員
活
動
を
す
る
な
ど
し
て
、
見
事
に
こ

　

す
り
も
の
（
摺
物
）
と
は
、
絵
師
に

直
接
注
文
さ
れ
制
作
さ
れ
た
非
売
品
の

浮
世
絵
版
画
の
こ
と
で
す
。
俳
人
が
俳

句
の
意
味
を
図
像
化
し
た
り
し
て
つ
く

ら
せ
た
俳
諧
摺
物
、
狂
歌
に
ち
な
ん
だ

狂
歌
摺
物
、
暦
に
関
連
し
た
も
の
、
浄

瑠
璃
な
ど
の
芸
事
の
お
披
露
目
の
案
内
、

店
の
宣
伝
と
い
う
よ
う
に
、
江
戸
時
代

に
は
様
々
な
摺
物
が
作
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

摺
物
と
い
う
の
は
、
当
時
の
最
高
水

準
の
技
術
で
作
ら
れ
た
、
知
的
な
遊
び

心
が
横
溢（
お
う
い
つ
）す
る
優
れ
た
木

版
画
な
の
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も
仲
間

内
で
交
換
さ
れ
た
り
、
贈
り
物
と
さ
れ

た
り
し
た
た
め
、
浮
世
絵
に
比
べ
収
集

や
公
開
・
評
価
が
遅
れ
が
ち
だ
っ
た
こ

と
も
事
実
で
す
。

　

今
回
は
館
蔵
品
の
初
公
開
の
摺
物
１

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
向
け
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
教

室
併
設
）
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
開
催
さ
れ
て

い
る「
ア
ー
ト
・
オ
ン
・
ザ
・
ネ
ッ
ト
」

展
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
初
心
者
を

対
象
に
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
コ

ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま
す
。
ま
た
簡
単
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
も
説
明
し
ま

す
。

○
日
時　

８
月
２
日（
土
）〜　

日（
水
）

１３

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
申
し
込
み　

直
接
会
場
へ
。
多
数
の

場
合
に
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
。

【
江
口
響
子
の
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク
】

　

楽
し
い
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、
デ

ジ
タ
ル
ス
ケ
ッ
チ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

　

今
か
ら
１
５
０
０
年
前
、
中
国
で
突

然
変
異
の
赤
い
フ
ナ
か
ら
作
り
出
さ
れ

た
金
魚
。
江
戸
時
代
に
は
下
町
の
夏
の

風
物
詩
と
な
り
、
情
緒
あ
ふ
れ
る
庶
民

文
化
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

幼
い
子
ど
も
と
暮
ら
す

親
と
子
の
交
流
ひ
ろ
ば

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

特
別
展
で
は
、
変
わ
っ
た
姿
の
も
の
や

新
し
い
品
種
な
ど　

種
類
の
金
魚
と
、

３０

金
魚
に
関
す
る
資
料
も
展
示
し
ま
す
。

○
期
間　

７
月　

日
（
土
）
〜
８
月　

１２

３１

日
（
日
）

※
期
間
中
、
休
館
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
７
月　

日
ま
で
は
午
後
４
時　

分
ま

１８

３０

で
）

○
入
館
料　

大
人
３
０
０
円
、
小
人
１

０
０
円

□問
 

相
模
川
ふ
れ
あ
い
科
学
館
（
相
模
原

市
田
名　

－

２
、
11
７
６
２
・
２
１
１

９１

０
）

浜　錦

国
際
版
画
美
術
館
の
催
し�

国
際
版
画
美
術
館
の
催
し�

国
際
版
画
美
術
館
1
７
２
６
・
２
７
７
１�

国
際
版
画
美
術
館
1
７
２
６
・
２
７
７
１�

□�問�□�問�

な
つ
か
し
の
ガ
リ
版　

孔
版
画
の
パ
イ
オ
ニ
ア　

若
山
八
十
氏

     

展

や

そ

う

じ

７
月　

日
（
土
）
〜
９
月　

日
（
祝
）

１９

２３

相模原市�

相
模
川
ふ
れ
あ
い
科
学
館

 
夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
のののののののののの
特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別
展展展展展展展展展展

夏
の
特
別
展
「「「「「「「「「「「
魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑
ののののののののののの
金金金金金金金金金金金
魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚
」」」」」」」」」」」

９
０
点
ほ
ど
を

前
・
後
期
に
わ

け
て
展
示
し
ま

す
。

○
会
場　

同
館

企
画
展
示
室
２

○
観
覧
料　

一

般
＝
４
０
０

円
、
大
学
・
高

校
生
及
び　

歳
６５

以
上
の
方
＝
２

０
０
円

※
初
日
（
７
月

　

日
）は
無
料
。

１９【
学
芸
員
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
】

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
、
９
月　

２６

１３

日
（
土
）
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

【
同
時
開
催
】

　

常
設
展
示
室
「
版
画
い
ろ
い
ろ
」
・

「
愛
と
死
の
幻
影
―
ヴ
ン
ダ
ー
リ
ヒ
、

ヤ
ン
セ
ン
、
シ
ュ
マ
イ
サ
ー
」

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
会場はいずれも同館

ハイビジョン・ホールです。

　

２
０
０
１
年
９
月
の
悲
し
み
の
中
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
発
信
地
と
し
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
有
志
〈
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

ｏ
ｆ　

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
〉
が
集
ま
っ
て
、

「「「「「「「「「「「「「「「「
ピピピピピピピピピピピピピピピピ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
スススススススススススススススス
アアアアアアアアアアアアアアアア
ーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトト
」」」」」」」」」」」」」」」」

「
ピ
ー
ス
ア
ー
ト
」
ポポポポポポポポポポポポポポポポポ
スススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
展展展展展展展展展展展展展展展展

ス
タ
ー
展

世
界
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
一
〇
〇
点
の
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
私
た
ち
に
な
に

が
で
き
る
か
」
と

考
え
た
結
果
が
本

展
で
す
。
１
０
０

点
の
ポ
ス
タ
ー
を

映
像
に
編
集
し
、

ス
ク
リ
ー
ン
上
で

ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
。

○
日
時　

７
月　
１５

▲若山八十氏「燃える魚」
　１９５９年　孔版、紙　５５㎝×３９.７㎝

の
版
種
を
版
画
の
一
種
類
と
し
て
認
知

さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
孔
版
画
を
制
作
す

る
作
家
た
ち
と 
甃 

し
ゅ
う 

土 ど 
会 
を
結
成
し
て
展

か
い

覧
会
を
開
催
し
た
り
、
雑
誌
「
孔
版
」

な
ど
を
発
行
し
て
、
こ
の
版
画
の
普
及

に
積
極
的
に
努
め
ま
し
た
。

　

本
展
は
同
氏
の
画
業
を
約
１
２
０
点

の
作
品
と
若
山
発
行
の
孔
版
画
雑
誌
で

回
顧
し
、
あ
わ
せ
て　

点
の
ガ
リ
版
資

３０

料
も
展
示
し
て
忘
れ
去
ら
れ
た
ガ
リ
版

文
化
を
振
り
返
り
ま
す
。

○
会
場　

同
館
企
画
展
示
室
１

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
江
口
氏

を
は
じ
め
と
す
る
Ｚ
Ｏ
Ｕ　

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ

Ｉ
Ｏ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日（
土
）、　

日（
日
）

１６

１７

午
後
１
時　

分
〜
２
時

３０

○
講
師　

Ｚ
Ｏ
Ｕ　

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
・

江
口
響
子
氏

○
定
員　

各
日　

人
（
先
着
順
）

３０

【
Ｃ
Ｇ
制
作
講
座
（
英
国
の
花
と
旅
風

景
／
デ
ジ
カ
メ
と
パ
ソ
コ
ン
で
ス
ケ
ッ

チ
す
る
）
】

　

パ
ソ
コ
ン
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て

花
の
絵
を
水
彩
画
風
に
描
く
Ｃ
Ｇ
制
作

講
座
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
で

も
大
丈
夫
で
す
（
見
学
自
由
）
。

○
日
時　

８
月　

日（
土
）、　

日（
日
）

１６

１７

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

○
講
師　

Ｚ
Ｏ
Ｕ　

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
・

江
口
響
子
氏

○
定
員　

各
日　

人
（
市
内
在
住
の
方

１６

を
優
先
の
う
え
抽
選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希

望
日
を
明
記
し
て
、
７
月　

日
ま
で

２５

（
必
着
）
に
国
際
版
画
美
術
館
Ｃ
Ｇ
講

座
担
当
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田

１９４

４－

　

－

１
）
へ
。

２８

▲フィル・ボージェス（Phil Borges）
の作品

日（
火
）〜　

日（
祝
）午
前　

時
〜
午

２１

１１

後
４
時　

分
３０

○
会
場　

同
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー

ル

▲窪俊満「白鼠と梯子」　文化１３（１８１６）年　丙子　
　１３.５㎝×１８.5㎝

！
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������
������

江江
戸戸
のの
粋粋
とと
技技

－－

��
す
り
も
の

す
り
も
の
��
再
発
見

再
発
見－－

７
月　

日（
土
）〜
９
月　

日（
祝
）　

１９

２３


